
会場 日本橋公会堂
観劇料  S席 6,500円（指定席）　A席 5,000円（自由席）　学生席 3,500円（自由席）

2015年10月 8日（木）夜の部　9日（金）　　　10日（土）昼の部
東京都中央区日本橋蛎殻町一丁目31番1号
（半蔵門線［水天宮］駅 徒歩2分、日比谷線［人形町］駅 徒歩5分、東西線［茅場町］駅 徒歩10分）

創立65周年記念 東京公演

東京公演の観劇料の一部を、「東北応援プロジェクト」 の支援金に充てさせていただきます。

第5回「宮城県岩沼公演」※の成功をぜひ応援してください！
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※「第5回 東北応援プロジェクト 
岩沼公演」は、仮設住宅で新年
を迎える被災された方々を中
心に、1000名様をご招待する
無料公演です。

● 東京公演 S席（指定席）一枚 5,000円
先行予約期間：2014年 12月～2015年3月31日まで
座席指定は、2015年4月の前売り券発売開始と同時に受付開始
お問い合せお申し込み：東京公演事務局  tel. 042-661-0001



東日本大震災から今年3月で4 年目になります。

私たちは東京に暮らし、仕事や日々の生活に追われていますと、段 と々震災への感心が薄

れているようにも思います。けれど、まだ多くの方がこの寒い冬を仮設住宅で暮らし、苦

労されていることを思う時、私たちは何もできないけれど、東北を応援する心を「泥かぶら」

の愛の詩に託して届けたいと考えました。

宮城県岩沼市は、海岸線が 10ｋｍ、津波で空港が流される映像が世界に衝撃を与えた、

仙台空港がある街です。住宅への被害も大きく、仮設住宅に 700名の方が今も暮らして

います。

劇団新制作座では、2015年10月の創立65周年記念 東京公演の座席の一部を、第5回 

東北応援プロジェクトの公演経費を賄う支援金に充て、岩沼公演を成功させたいと願って

おります。

皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。

2015年1月　NPO法人 劇団新制作座
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